
配布先：学長定例記者会見参加報道機関 

PRESS RELEASE    
                                令和6年（2024年）2月1日 

山形大学附属博物館が山形大生と地域の皆さんとともに集めた「まちの記憶」を一挙公開 

「ななはく！2024 ソーレ」を開催します！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
【本件のポイント】 

● 山形大学附属博物館は、2022年から「地域の記憶「共創」アーカイブ」事業をスタートさせました。その成
果の公開と、「記憶」のさらなる収集・蓄積をすすめるためのイベント「ななはく！2024 ソーレ」を2月16
～18日に七日町で実施します。今回のテーマは「山形五堰」です。 

● 2023年3月に結成した学生サークル「まちの記憶を残し隊」が特別企画を実施します。 
●新装開店した十一屋本店２階をお借りして十一屋さんの歴史を振り返る展示を行うとともに「ななはく！寄
席」や「まちの記憶を聞く会」を開催します。 

 
【開催概要】（詳細はチラシをご確認ください・事前申込不要/参加無料） 
第1会場：山形市中央公民館 
展示「七日町の過去・現在・未来」（2月16日（金）～18日（日）10:00～16:00  
会場：4階ギャラリー） 
「まちの記憶を残し隊」が収集した、まちの風景や人びとのインタビューを一堂に公開し

ます。 
「まちの記憶を残し隊」企画（2月17日（土）10:00～16:00 会場：4階大会議室） 
「残し隊」報告会 「残し隊」を語りたい～山大生の取り組み～ 
「まちの記憶を残し隊」による山大生の活動報告会です。蔵・町屋を推し隊による活
動、嘉一ボックスの調査結果などをステージ発表します。 

「残し隊」アイランド～それぞれの島で語りたい～ 
「まちの記憶を残し隊」による来場者参加型の報告会です。山形五堰、笹堰清掃、デジ
タルアーカイブなど、各ブースに分かれて報告・交流します。※詳しいタイムスケジュ
ールは「ななはく！特設サイト」にて告知 

 けっぱつちゃんねる（2月16日（金）19:00～20:00 会場：4階大会議室） 
ななはく！と山形アーカイブについて関心のある方にむけて紹介する公開生放送です。
※視聴URLは「ななはく！特設サイト」に掲載 

 
ななはく！寄席に出演する宝笑亭熊水さん（山形落語愛好協会
所属・山形大学大学院生） 

山形五堰の一つ笹堰 

 
山形アーカイブ 

 
ななはく！特設サイト 



配布先：学長定例記者会見参加報道機関 

 

第２会場：十一屋本店２階 
展示「山形五堰と十一屋の過去・現在・未来」（2月16日（金）～18日（日）10:00～16:00） 
「まちの記憶を残し隊」が山形五堰の歴史や魅力、会場である十一屋の歴史をご紹介します。 

ななはく！寄席（2月18日（日）10:00～11:00） 
さまざまなメディアで話題の現役大学院生落語家に、山形五堰にまつわる講談と落語を披露していただきます。 
出演：宝笑亭熊水さん（山形落語愛好協会所属・山形大学大学院生） 
演目：講談「時を流れる山形五堰」ほか 

まちの記憶を聞く会（2月18日（日）13:30～14:30） 
山形五堰の管理に長らく携わるとともに、博士号を取得し研究も行っているスペシャリストに、その歴史や魅力
を語っていただきます。 
話者：佐藤章夫さん 

◆ボローニャ市
いち

 

第1会場の山形市中央公民館4階ギャラリー、第2会場の十一屋本店2階をまわって、七日町の飲食店で食事をしてス
タンプを集めるとボローニャ大学グッズもしくは山形大学グッズがもらえます。（先着100名様） 
引換期間：２/16（土）～18（日）10～16時 
引換場所：山形市中央公民館4階ギャラリー 

 
【お問い合わせ】 
山形アーカイブ実行委員会事務局 山形大学附属博物館 佐藤琴 
電 話：023-628-4930 
メール：nanahaku.yamagata@gmail.com 

 
【主催等】 
主催：山形アーカイブ実行委員会 
共催：山形まちづくり株式会社・山形大学附属博物館 

 協力：合同会社AMANE・山形大学地域共創STEAM教育推進センター 
助成：令和５年度文化庁Innovate MUSEUM事業 
   令和５年度山形大学校友会支援事業 
   令和５年度文部科学省「AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業」 
 
 お問い合わせ 

学術研究院准教授 佐藤琴（附属博物館 学芸研究員） 
TEL  023-628-4930  メール  koto-s@kdw.kj.yamagata-u.ac.jp 



第1会場 山形市中央公民館 第2会場 十一屋本店2階

山形アーカイブ実行委員会 nanahaku.yamagata@gmail.com お問い合せ:

展示 「七日町の過去・現在・未来」

「まちの記憶を残し隊」が収集した、まちの風景や人びとのインタ
ビューを一堂に公開します。

「まちの記憶を残し隊」による来場者参加型の報告会です。山形
五堰、笹堰清掃、デジタルアーカイブなど、各ブースに分かれて
報告・交流します。

展示 「山形五堰と十一屋の過去・現在・未来」

「まちの記憶を残し隊」が山形五堰の歴史や魅力、会場である十
一屋の歴史をご紹介します。

ななはく！寄席

さまざまなメディアで話題の現役大学院生落語家に、山形五堰
にまつわる講談と落語を披露していただきます。

まちの記憶を聞く会

山形五堰の管理に長らく携わるとともに、博士号を取得し研究も
行っているスペシャリストに、その歴史や魅力を語っていただき
ます。
話者：佐藤章夫さん

2月16日（金）～ 18日（日）10:00 ～ 16:00
会場：4階ギャラリー

けっぱつちゃんねる

ななはく！と山形アーカイブについて関心のある方にむけて紹介
する公開生放送です。（視聴URLはななはく！特設サイトに記載 ）

2月16日（金）19:00 ～ 20:00

2月16日（金）～ 18日（日）10:00 ～ 16:00

2月18日（日）13:30 ～ 14:30

「まちの記憶を残し隊」企画
2月17日（土）10:00 ～ 16:00
会場：4階大会議室

「残し隊」報告会 「残し隊」を語りたい～山大生の取り組み～
「まちの記憶を残し隊」による山大生の活動報告会です。蔵・町
屋を推し隊による活動、嘉一ボックスの調査結果などをステージ
発表します。

「残し隊」アイランド～それぞれの島で語りたい～

※「残し隊」企画の詳しいタイムスケジュールはななはく！特設サ
イトにて告知します。

主 催 : 山形アーカイブ実行委員会

助 成: 令和5年度文化庁InnovateMUSEUM事業
令和5年度山形大学校友会支援事業
令和5年度文部科学省「AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業」

共 催 : 山形まちづくり株式会社・山形大学附属博物館

協 力 : 合同会社AMANE・山形大学地域共創STEAM教育推進センター

出演：宝笑亭熊水さん   
            （山形落語愛好協会所属・山形大学大学院生）
演目：講談「時を流れる山形五堰」ほか

今回のテーマは山形五堰!
「山形五堰」は2023年、世界かんがい施設遺産に登録されました

山形アーカイブ：

2月18日（日）10:00 ～ 11:00

入場・参加無料

山形大学附属博物館と山大生が組織する「まちの記憶を残し隊」が
まちの皆さんと一緒に収集した地域の「記憶」を一挙公開！

ななはく! 202４ ソーレ

第1会場：山形市中央公民館/山形市七日町Ⅰ-2-39（アズ七日町）

第2会場: 十一屋本店２階 /山形市七日町1-4-32

ななはく ! 特設サイト

 いち

16F
R
I 18 S

U
N2

2024

まちの記憶市 vol. ４

山形五堰に

ついては裏面

をチェック!

ななはく！の最新情報はこちらでチェック！



山形大学附属博物館が交流協定を締結している

ITALIA
Bologna Fair

イタリアボローニャ市
いち

スタンプラリー

同時開催

Stamp Rally
「ななはく!」2つのメイン会場と七日町の飲食店1店、合計3つのスタ
ンプを集めると先着100名様にもれなくイタリア・ボローニャ大学グ
ッズ（文房具やTシャツなど）をプレゼント!山形大学グッズもあります !
参加飲食店：フラム、タリーズコーヒー、庄司屋、いつもの場所、Classic Café

LiFE、嘉ちゃん、パーキングカフェ 

The network of Museums and 
Collections of the University of Bologna

Yamagata University Museum

X

景品引換所：山形市中央公民館4階ギャラリー
景品引換期間：2月16日(金)～18日(日)10時～16時

第１会場
中央公民館

第2会場 飲食店
STAMP STAMP STAMP

十一屋
本店2階 ※飲食ご利用の方へスタンプ押印

Classic Café 

いつもの場所

庄司屋

フラム
十一屋
本店2階

嘉ちゃん

パーキング
カフェ タリーズ

コーヒー

　　 第1会場
山形市中央公民館（az七日町)第2会場

LiFE

七日町御殿堰

山形市役所
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参加飲食店MAP

山形五堰とは?
山形五堰は 山形市内を流れる笹堰・御殿堰・八ヶ郷堰・宮町堰・双月堰の五つの堰（農
業用水路）の総称です。江戸時代の1624 年（寛永元）に、山形藩主・鳥居忠政が整備
したと伝えられ、今年で誕生から400年を迎えます。2023 年 11月4日には世界かん
がい施設遺産にも登録されました。
山形大学の学生サークル「まちの記憶を残し隊」は小白川キャンパスの周囲を流れる笹
堰の清掃活動を行っているほか、その存在を広く知ってもらうためにパンフレットを執
筆しました。また、山形アーカイブ実行委員会と協力してまちあるきマップを、地元の小
学生と協力してゆるキャラを作成しました。

パンフレット まちあるきマップ

山形五堰
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